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Effect of pulsed xenon ultraviolet disinfection on 
methicillin-resistant Staphylococcus aureus contamination of 
high-touch surfaces in a Japanese hospital 
（日本の病院における高頻度接触部位のメチシリン耐性黄色ブドウ
球菌汚染に対するパルスキセノン紫外線殺菌の効果） 


























されておらず、今回広島大学病院において MRSA に関して検討を行った。 
 
方法： 
広島大学病院の ICU, HCU, 救命救急センターに入院した患者において MRSA 感染もしくは






を使用し、通常の個室の病室ではベッドを挟んで 5 分サイクルを 2 回照射した。個別のトイレ
や処置室がある部屋については、それぞれ追加で 5 分サイクルを 1 回照射した。LightStrike の
操作は、訓練を受けた看護師が行った。環境培養は、25cm2の RODAC プレートを使用して行
い、プレートを 37 度 48 時間培養後にそれぞれのプレートにおける好気性細菌と MRSA のコロ
ニー形成単位数を測定した。また、各病室におけるパルスキセノン紫外線殺菌に必要な時間を検




通常清掃前、通常清掃後、パルスキセノン紫外線殺菌後のそれぞれ 102 か所、合計 306 か所の
環境培養を行った。パルスキセノン紫外線殺菌は、通常清掃後と比べて好気性細菌と MRSA の
コロニー形成単位数を有意に減少させた（好気性細菌：平均コロニー形成単位数 14.4 ± 38.7 か
ら 1.7 ± 6.1 へ減少、p < 0.001、MRSA：平均コロニー形成単位数 1.1 ± 3.9 から 0.3 ± 2.0 へ減


























いても MRSA などの耐性菌感染症率減少に寄与するかを検討する必要がある。 
 
